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〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
二
三
二
〕

判例研究

昭
五
九
1
（
禰
號
鳩
燦
箆
飢
巻
）

　
動
産
執
行
に
よ
る
時
効
中
断
の
効
力
発
生
時
期

　
　
請
求
異
議
事
件
（
昭
和
五
九
年
四
月
二
四
日
第
三
小
法
廷
判
決
）

　
　
Y
（
被
告
・
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
X
（
原
告
・
被
控
訴
人
・
上
告
人
）
に

　
　
対
し
て
昭
和
四
六
年
七
月
二
一
日
言
渡
（
同
年
八
月
七
日
確
定
）
の
判
決
に
基

　
　
づ
く
金
四
五
万
余
円
の
債
権
を
有
し
て
い
た
。

　
　
昭
和
五
六
年
七
月
一
五
日
、
Y
は
浦
和
地
方
裁
判
所
の
執
行
官
に
対
し
て
前
記

　
　
確
定
判
決
を
債
務
名
義
と
す
る
X
所
有
の
動
産
に
対
す
る
強
制
執
行
を
申
立
て

　
　
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
同
年
七
月
一
七
日
、
同
庁
の
執
行
官
が
X
の
住
所
地
と
さ

　
　
れ
て
い
た
場
所
へ
執
行
に
赴
い
た
が
、
X
は
同
年
四
月
に
既
に
他
に
転
居
し
て

　
　
い
た
た
め
、
右
執
行
は
不
能
に
終
わ
っ
た
。

　
　
Y
は
急
遂
X
の
転
居
先
を
確
認
の
う
え
、
昭
和
五
六
年
八
月
五
日
、
同
庁
の
執

　
　
行
官
に
対
し
て
X
所
有
の
動
産
に
対
す
る
強
制
執
行
を
再
度
申
立
て
た
。
こ
れ

　
　
に
基
づ
ぎ
同
年
八
月
一
九
日
、
同
庁
の
執
行
官
は
X
所
有
の
動
産
を
差
押
え
た
。

　
　
こ
の
差
押
え
に
対
し
て
、
X
が
、
右
債
権
は
Y
が
一
〇
年
間
権
利
を
行
使
し
な

　
　
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
昭
和
五
六
年
八
月
七
日
を
も
っ
て
既
に
時
効
消
滅
し
て
い

　
　
る
（
民
法
一
六
七
条
一
項
）
と
主
張
し
て
請
求
異
議
の
訴
え
（
民
事
執
行
法
三

　
　
五
条
）
を
提
起
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
．

　
第
一
審
で
は
、
Y
は
時
効
中
断
の
原
囚
と
し
て
昭
和
五
六
年
七
月
一
五
日
の
差

　
押
え
の
申
立
て
の
み
を
主
張
し
た
。
こ
の
た
め
裁
判
所
は
、
こ
の
申
立
て
に
基

づ
く
執
行
は
X
の
転
居
に
よ
り
不
能
に
終
わ
っ
て
い
る
か
ら
時
効
中
断
の
効
力

は
生
じ
ず
、
昭
和
五
六
年
八
月
七
目
を
も
っ
て
時
効
は
完
成
し
、
債
権
は
消
滅

し
て
い
る
と
し
て
X
の
請
求
を
認
容
し
た
。

Y
は
控
訴
し
て
、
第
一
回
の
執
行
が
不
能
に
終
わ
っ
た
後
、
昭
和
五
六
年
八
月

五
日
に
改
め
て
執
行
を
申
立
て
て
お
り
．
こ
の
執
行
申
立
後
直
ち
に
執
行
が
な

さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
時
効
は
当
然
中
断
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
以
上
、
こ
の
様

な
場
合
に
は
実
際
の
差
押
え
が
た
と
え
時
効
期
間
経
過
後
で
あ
っ
た
と
し
て
も

時
効
中
断
の
効
力
を
生
じ
る
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

原
審
は
、
第
一
に
、
債
権
者
は
執
行
の
申
立
て
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
権
利
実

現
の
た
め
に
な
す
べ
き
努
力
を
尽
く
し
た
と
い
え
る
以
上
、
申
立
て
を
す
れ
ば

債権者は

権
利
の
上
に
眠
っ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
民
事
執

行
規
則
一
条
、
二
一
条
に
よ
り
執
行
申
立
て
は
書
面
で
な
さ
れ
る
か
ら
執
行
申

立
て
の
時
期
は
明
確
に
定
ま
る
こ
と
、
第
三
に
、
本
件
の
様
な
場
合
に
中
断
の

効
力
を
認
め
て
も
、
差
押
え
は
申
立
て
に
近
接
し
た
時
期
に
な
さ
れ
る
の
が
通

常
で
あ
る
か
ら
、
義
務
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
こ
と
、
第
四
に
、

申
立
て
時
に
時
効
中
断
の
効
力
を
認
め
て
も
、
義
務
者
に
対
し
て
新
た
な
不
利

益
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
反
面
、
こ
れ
を
否
定
す
る
と
権
利
者
は
申

立
て
と
差
押
え
の
間
の
僅
か
な
時
間
差
の
た
め
に
不
利
益
を
被
る
こ
と
、
の
四

点
を
理
由
と
し
て
Y
の
主
張
を
容
れ
、
執
行
申
立
て
の
時
に
時
効
中
断
の
効
力

が
生
じ
る
と
し
て
、
X
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
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こ
れ
に
対
し
、
X
は
、
差
押
え
が
時
効
中
断
事
由
と
さ
れ
て
い
る
の
は
継
続
し

て
き
た
事
実
状
態
が
そ
れ
と
は
相
容
れ
な
い
権
利
行
使
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る

た
め
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
執
行
官
が
目
的
物
を
差
押
え
る
こ
と
に
よ
り
は

じ
め
て
生
じ
る
こ
と
、
ド
イ
ツ
民
法
二
〇
九
条
二
項
五
号
も
執
行
着
手
時
説
を

採
っ
て
い
る
こ
と
、
訴
え
の
提
起
は
厳
格
な
要
式
行
為
で
あ
る
の
に
対
し
、
動

産
執
行
の
申
立
て
は
簡
易
な
行
為
で
あ
る
か
ら
両
者
を
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は

で
ぎ
な
い
こ
と
、
等
を
理
由
と
し
て
上
告
し
た
。

最
高
裁
は
、
「
民
法
一
四
七
条
一
号
、
二
号
が
請
求
、
差
押
え
等
を
時
効
中
断

の
事
由
と
し
て
定
め
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
に
よ
り
権
利
者
が
権
利
の

行
使
を
し
た
と
い
え
る
こ
と
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
時
効
中
断
の
効
力
が
生

ず
る
時
期
は
、
権
利
者
が
法
定
の
手
続
に
基
づ
く
権
利
の
行
使
に
出
た
と
認
め

ら
れ
る
時
期
、
す
な
わ
ち
　
　
（
中
略
）
－
差
押
え
に
つ
い
て
は
債
権
者
が
執
行

機
関
で
あ
る
裁
判
所
又
は
執
行
官
に
対
し
金
銭
債
権
に
つ
い
て
執
行
の
申
立
て

を
し
た
時
で
あ
る
と
解
す
べ
き
」
こ
と
、
ま
た
、
「
不
動
産
執
行
と
動
産
執
行

と
で
は
、
手
続
を
主
宰
す
る
執
行
機
関
の
点
に
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
執
行
手

続
と
し
て
の
基
本
的
な
目
的
・
性
格
、
手
続
上
の
原
理
等
に
お
い
て
格
別
異
な

る
と
こ
ろ
は
な
く
、
特
に
申
立
て
が
あ
る
と
、
そ
の
後
の
手
続
は
、
い
ず
れ
も
、

職
権
を
も
っ
て
進
行
さ
れ
、
原
則
と
し
て
債
権
者
の
関
与
し
な
い
も
の
で
あ
る

か
ら
、
不
動
産
執
行
と
動
産
執
行
と
に
よ
っ
て
時
効
中
断
の
効
力
が
生
ず
る
時

期
を
別
異
に
解
す
べ
き
理
由
は
な
い
」
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、
「
民
事
執
行

法
一
二
二
条
に
い
う
動
産
執
行
に
よ
る
金
銭
債
権
に
つ
い
て
の
消
滅
時
効
の
中

断
の
効
力
は
、
債
権
者
が
執
行
官
に
対
し
当
該
金
銭
債
権
に
つ
い
て
動
産
執
行

の
申
立
て
を
し
た
時
に
生
ず
る
」
と
し
、
X
の
上
告
を
棄
却
し
た
（
全
員
一
致
）
。

判
旨
賛
成

一
　
民
法
一
四
七
条
二
号
は
、

「
差
押
、
仮
差
押
、
仮
処
分
」
が
な
さ
れ

た
場
合
に
時
効
が
中
断
す
る
旨
を
規
定
す
る
。
と
こ
ろ
が
時
効
中
断
の
効

力
が
い
つ
発
生
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
文
か
ら
は
必
ず

し
も
明
ら
か
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
差
押
え
の
申
立
て
は
時

効
期
間
経
過
前
に
な
さ
れ
た
が
、
実
際
の
執
行
は
時
効
期
間
経
過
後
に
な

さ
れ
た
と
い
う
場
合
、
時
効
が
中
断
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
．
本
判

決
は
、
こ
の
時
効
中
断
の
効
力
発
生
時
期
の
間
題
に
関
し
、
動
産
執
行
の

場
合
に
は
時
効
は
執
行
機
関
が
実
際
に
執
行
に
着
手
し
た
時
に
時
効
が
中

断
す
る
（
執
行
着
手
時
説
）
と
し
て
い
た
従
来
の
判
例
を
変
更
L
て
、
執
行

申
立
て
の
時
に
時
効
が
中
断
す
る
（
執
行
申
立
時
説
）
と
し
た
も
の
で
あ
る
．

二
　
差
押
え
に
よ
る
時
効
中
断
の
効
力
発
生
時
期
に
関
す
る
従
来
の
判
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
み
る
と
、
ま
ず
大
判
明
治
四
二
年
四
月
三
〇
日
は
、
動
産
執
行
に
つ
い

て
、
「
民
法
第
百
四
十
七
条
ノ
規
定
セ
ル
差
押
力
時
効
中
断
ノ
効
力
ヲ
生

ス
ル
ニ
ハ
執
行
二
着
手
シ
其
手
続
ヲ
遂
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
」
と
し
て

執
行
着
手
時
説
を
採
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
は
必
ず
し
も
明
確
と
は

い
え
な
い
。

　
次
に
、
本
判
決
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
判
決
で
あ
る
大
判
大
正
一
三
年
五

　
　
　
（
2
）

月
二
〇
日
も
動
産
執
行
に
関
し
て
、
前
掲
大
判
明
治
四
二
年
を
引
用
す
る

と
と
も
に
「
斯
ク
ノ
如
ク
ニ
解
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
、
差
押
二
因

ル
時
効
ノ
中
断
二
付
特
二
民
法
第
百
五
十
五
条
ノ
規
定
ア
ル
ニ
徴
シ
テ
モ

知
ル
ベ
シ
．
」
と
し
て
執
行
着
手
時
説
を
採
っ
た
．
こ
の
判
決
が
民
法
一
五

五
条
を
挙
げ
て
い
る
理
由
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
．
し
か
し
、
お

そ
ら
く
は
同
条
が
通
知
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
条
の
趣
旨
を
時

効
中
断
の
効
力
が
生
じ
る
た
め
に
は
常
に
時
効
の
利
益
を
受
け
る
者
が
差
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押
え
と
い
う
事
実
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
と
解
し

た
う
え
で
、
執
行
を
委
任
し
た
だ
け
で
は
、
未
だ
債
務
者
は
差
押
え
が
な

さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
時
効
中
断
は
生
じ
な
い
と
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

論
づ
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
こ
れ
に
対
し
て
大
判
昭
和
一
三
年
六
月
二
七
日
は
．
抵
当
権
実
行
の
た

め
の
競
売
に
関
し
て
、
第
一
に
、
「
債
権
者
が
執
行
裁
判
所
二
不
動
産
競

売
ノ
申
立
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
爾
後
競
売
手
続
ハ
裁
判
所
二
依
リ
職
権

ヲ
以
テ
進
行
セ
シ
メ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
債
権
老
ガ
競
売
申
立
ヲ
為
シ

タ
ル
時
ハ
即
チ
債
権
者
二
於
テ
其
ノ
権
利
ノ
行
使
二
着
手
シ
タ
ル
時
ナ
リ

ト
解
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
ル
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
債
権
者
は
自
ら
な
し
得

べ
き
行
為
は
行
な
っ
て
い
る
以
上
、
債
権
者
を
保
護
す
べ
き
こ
と
、
第
二

に
，
「
時
効
中
断
原
因
タ
ル
不
動
産
差
押
二
於
ケ
ル
競
売
申
立
ノ
時
期
ハ
、

同
ジ
ク
時
効
中
断
ノ
原
因
タ
ル
訴
二
於
ケ
ル
訴
状
提
出
ノ
時
期
ト
比
較
シ

時
効
中
断
ノ
効
力
発
生
ノ
時
期
ト
シ
テ
彼
此
差
別
ヲ
設
ク
ベ
キ
何
等
ノ
理

由
」
も
存
し
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
．
裁
判
上
の
請
求
（
一
四
九
条
）
の

場
合
の
時
効
中
断
時
期
が
訴
状
提
出
時
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
均
衡
、

の
二
点
を
理
由
と
し
て
執
行
申
立
時
説
を
採
っ
た
。

　
こ
の
従
来
の
判
例
の
態
度
は
、
一
般
に
不
動
産
執
行
に
つ
い
て
は
執
行

申
立
時
説
を
、
動
産
執
行
に
つ
い
て
は
執
行
着
手
時
説
を
採
っ
た
と
解
さ

　
　
　
　
　
　
（
5
）

れ
て
い
る
様
で
あ
る
。
従
来
の
判
例
が
こ
の
様
に
解
釈
さ
れ
た
背
景
に
は
、

ド
イ
ツ
民
法
二
〇
九
条
二
項
五
号
が
消
滅
時
効
の
中
断
の
効
力
発
生
時
期

に
つ
ぎ
「
執
行
行
為
ノ
着
手
及
、
強
制
執
行
力
裁
判
所
又
ハ
他
ノ
官
庁
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
（
6
）

指
定
サ
レ
タ
ル
範
囲
二
於
テ
、
強
制
執
行
ノ
申
請
（
傍
点
筆
者
）
」
と
し
て
、

裁
判
所
が
行
な
う
強
制
執
行
（
不
動
産
執
行
に
あ
た
る
）
と
そ
れ
以
外
の
も

の
（
動
産
執
行
に
あ
た
ろ
）
と
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
の
判
例
の
態
度
を
こ
の
様
に
み
る
と
き
に
は
、
本

判
決
は
動
産
執
行
に
つ
い
て
の
大
審
院
判
例
の
態
度
を
変
更
し
た
も
の
と

し
て
、
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
し
か
し
、
最
も
最
近
の
前
掲
昭
和
二
二
年
判
決
の
理
由
づ
け
は
す
べ
て
、

単
に
不
動
産
執
行
の
み
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
差
押
え
に
よ
る

時
効
中
断
の
場
合
一
般
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
着
目
す
る
と
、

大
審
院
は
少
な
く
と
も
昭
和
二
二
年
以
後
は
、
動
産
執
行
に
つ
き
引
続
き

執
行
着
手
時
説
を
採
る
趣
旨
で
あ
っ
た
と
は
い
い
切
れ
な
い
面
も
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
一
三
年
判
決
に
よ
り
実
質
的
に

は
動
産
執
行
も
含
め
た
差
押
え
一
般
に
つ
い
て
執
行
申
立
時
説
が
採
ら
れ

た
が
、
た
だ
動
産
に
関
し
て
は
、
た
ま
た
ま
事
案
が
な
か
っ
た
た
め
、
本

件
に
至
る
ま
で
動
産
執
行
に
関
し
て
明
示
的
に
判
例
を
変
更
す
る
機
会
が

な
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
様
に

解
す
る
と
、
本
判
決
は
動
産
執
行
に
つ
い
て
も
不
動
産
と
同
様
に
執
行
申

立
時
説
を
採
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
、
前
掲
大
正
一
三
年
判
決
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

降
に
動
産
執
行
に
つ
き
執
行
申
立
時
説
を
採
っ
て
い
た
下
級
審
判
決
を
裏

づ
け
た
も
の
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
を
み
る
と
、
ま
ず
、
か
つ
て
の
通
説
的
見
解

は
動
産
執
行
、
不
動
産
執
行
共
に
執
行
着
手
時
に
中
断
の
効
力
を
認
め
て

（
8
）

い
た
。
そ
の
根
拠
は
、
第
一
に
、
民
法
一
四
七
条
二
号
が
明
ら
か
に
「
差

押
、
仮
差
押
又
ハ
仮
処
分
」
と
規
定
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
「
申
請
」
と
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（
9
）

は
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
．
第
二
に
、
「
差
押
、
仮
差
押
又
ハ
仮
処
分
」

が
当
事
者
の
行
為
で
あ
る
「
請
求
」
と
は
別
個
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
は
法
律
が
特
に
当
事
者
の
行
為
と
は
別
個
の
国
家
の
執
行
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
過
）

関
に
よ
る
権
利
実
行
行
為
に
中
断
の
効
力
を
認
め
た
と
解
す
べ
き
こ
と
、

等
を
挙
げ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
動
産
執
行
、
不
動
産
執
行
共
に
執
行
申
立
時
に
中
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

の
効
力
を
認
め
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
第
一
に
、
訴
え
お
よ
び

支
払
命
令
が
時
効
中
断
事
由
と
さ
れ
る
の
は
、
訴
え
の
提
起
や
支
払
命
令

の
申
請
が
あ
れ
ば
権
利
行
使
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
く
、
こ
れ
に
よ
り
、
継

続
し
て
き
た
事
実
状
態
が
破
れ
る
た
め
で
あ
る
と
こ
ろ
、
差
押
え
の
申
立

て
も
ま
た
権
利
の
行
使
で
あ
る
以
上
こ
れ
の
み
を
訴
え
の
提
起
や
支
払
命

令
の
申
請
と
別
異
に
解
す
る
理
由
の
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
権
利
者
と
し

て
は
執
行
を
委
任
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
な
し
得
る
こ
と
は
す
ぺ
て

行
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
以
上
、
も
は
や
権
利
の
上
に
眠
っ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
執
行
着
手
の
時
期
に
よ
っ

て
中
断
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
場
合
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
権
利

者
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
酷
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
一
四
七
条
が
差
押
．

仮
差
押
お
よ
び
仮
処
分
を
請
求
と
別
個
に
規
定
し
た
の
は
、
確
定
判
決
を

経
た
請
求
権
あ
る
い
は
公
正
証
書
に
基
づ
く
請
求
権
に
つ
い
て
中
断
の
効

力
を
認
め
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
た
め
に
こ
れ
を
別
個
に
し
た
に
す

ぎ
ず
、
他
の
中
断
事
由
と
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
た
め
と
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
こ
と
、
等
を
そ
の
根
拠
と
す
る
。

　
さ
ら
に
、
不
動
産
執
行
に
つ
い
て
は
執
行
申
立
時
に
、
動
産
執
行
に
つ

い
て
は
執
行
着
手
時
に
そ
れ
ぞ
れ
時
効
中
断
の
効
力
を
認
め
る
見
解
が
あ

（
1
2
）

る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
不
動
産
執
行
に
つ
い
て
は
執
行
申
立
時
説
の

論
者
の
主
張
が
正
当
で
あ
る
と
し
て
も
、
動
産
執
行
に
つ
い
て
は
、
第
一

に
、
執
達
吏
に
対
し
て
委
任
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
必
ず

し
も
明
確
で
な
い
以
上
、
こ
れ
を
時
効
中
断
の
効
力
発
生
時
期
と
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

は
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
第
二
に
、
執
達
吏
に
よ
る
動
産
執

行
の
場
合
に
は
委
任
と
執
行
着
手
の
間
に
は
必
ず
し
も
職
権
的
な
進
行
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

保
証
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
こ
の
様
に
解
す
る
こ
と

が
ド
イ
ッ
民
法
二
〇
九
条
二
項
五
号
に
合
致
す
る
こ
と
、
等
を
挙
げ
る
。

　
こ
の
見
解
は
、
主
と
し
て
執
達
吏
制
度
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
動
産
執
行
、
不
動
産
執
行
共
に
執
行
申
立
時

説
を
と
る
見
解
か
ら
、
第
一
に
、
委
任
が
い
つ
な
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ

と
は
立
証
の
問
題
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
執
行
吏
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、

そ
の
公
証
力
あ
る
帳
簿
へ
の
記
入
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
明
確
に

　
　
　
　
　
（
正
）

な
っ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
執
行
官
の
場
合
に
は
、
そ
れ
に
対
す
る
委

任
と
執
行
着
手
の
間
に
職
権
的
進
行
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
こ
と

は
執
行
官
規
則
九
条
、
一
〇
条
等
か
ら
み
て
も
困
難
で
あ
る
こ
と
、
第
三

に
、
ド
イ
ッ
法
と
異
な
り
裁
判
外
の
催
告
に
ま
で
時
効
中
断
の
効
力
を
認

め
る
わ
が
民
法
の
下
で
は
、
執
行
機
関
に
よ
っ
て
中
断
時
期
に
差
異
を
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

け
る
合
理
的
理
由
を
欠
く
こ
と
、
等
か
ら
、
少
な
く
と
も
現
在
の
執
行
官

制
度
の
下
で
は
こ
の
様
な
見
解
は
支
持
し
得
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
。

四
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、
時
効
中
断
の
効
力
発
生
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

期
の
問
題
と
中
断
の
要
件
の
問
題
を
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
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な
ぜ
な
ら
ば
、
中
断
の
要
件
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
な
ぜ
差
押
え
が
時

効
中
断
事
由
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ

れ
は
究
極
的
に
は
時
効
制
度
の
存
在
理
由
に
か
か
わ
る
の
に
対
し
て
、
中

断
の
効
力
発
生
時
期
の
問
題
は
、
中
断
の
要
件
が
充
足
さ
れ
た
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
と
の
時
点
で
中
断
の
効
果
を
認
め
る
の
か
、
す
な
わ
ち
中
断

の
要
件
が
充
足
さ
れ
た
時
点
で
中
断
効
を
認
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
遡
っ

て
こ
れ
を
認
め
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず

中
断
の
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
後
に
中
断
の
効
力
発
生
時
期

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

五
　
ま
ず
、
中
断
の
要
件
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
時

効
制
度
の
存
在
理
由
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時
効
制
度
の
存
在

理
由
と
し
て
は
通
常
、
永
続
す
る
事
実
状
態
の
保
護
、
立
証
の
困
難
の
救

済
、
権
利
の
上
に
眠
る
者
は
保
護
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ぺ
1
8
）る

．
こ
の
点
に
つ
き
こ
こ
で
は
詳
細
な
検
討
は
差
し
控
え
る
が
、
時
効
制

度
は
悪
意
の
当
事
者
ま
で
も
保
護
す
る
制
度
で
あ
る
か
ら
、
永
続
す
る
事

実
状
態
を
信
頼
し
た
善
意
の
第
三
者
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
と
は
考
え

ら
れ
な
い
．
ま
た
、
永
続
す
る
事
実
状
態
の
保
護
と
い
う
こ
と
と
一
四
五

条
が
援
用
又
は
放
棄
と
い
う
一
個
人
の
意
思
に
時
効
の
効
果
を
か
か
ら
し

め
て
い
る
こ
と
と
は
相
容
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
権
利
者
が
権

利
の
存
在
を
知
ら
な
い
様
な
、
権
利
者
に
対
し
本
来
な
ら
ば
責
任
を
問
う

こ
と
が
で
ぎ
な
い
場
合
に
も
時
効
が
完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
権
利
の
上
に

眠
る
者
は
保
護
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
副
次
的
な
根
拠
と
は
な
り
得
て
も
、

こ
れ
を
時
効
制
度
の
本
質
的
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
．
時
効
制
度

は
他
人
の
物
を
長
期
間
占
有
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
所
有
権
を
得
る
こ
と

を
認
め
、
あ
る
い
は
債
務
を
長
期
間
弁
済
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を

免
れ
る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
不
誉
徳
な
制
度
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で

は
な
く
、
む
し
ろ
原
所
有
者
か
ら
以
前
に
正
当
に
権
利
を
譲
り
受
け
た
者

又
は
弁
済
等
に
よ
り
既
に
債
務
を
免
か
れ
た
債
務
者
が
、
長
期
間
の
経
過

に
よ
っ
て
そ
の
権
利
取
得
ま
た
は
債
務
の
消
滅
の
証
拠
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
に
、
そ
れ
か
ら
生
じ
る
立
証
の
困
難
を
救
済
し
、
そ
の
者
の
法
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

地
位
を
確
保
す
る
た
め
に
存
在
す
る
制
度
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
の
様
に
時
効
制
度
の
本
質
的
根
拠
を
立
証
の
困
難
の
救
済
と
し
て
と

ら
え
る
と
、
一
五
四
条
の
差
押
え
等
が
中
断
事
由
と
さ
れ
る
の
は
、
差
押

え
を
き
っ
か
け
と
し
て
始
ま
っ
た
執
行
手
続
が
取
消
さ
れ
る
こ
と
な
く
続

行
さ
れ
る
結
果
と
し
て
、
そ
の
手
続
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
権
利
の
存
在

が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
と
解
す
べ
ぎ
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
差
押

え
か
時
効
中
断
の
効
果
を
生
じ
る
た
め
の
要
件
と
し
て
は
、
執
行
官
に
対

す
る
差
押
え
の
申
請
又
は
執
行
裁
判
所
に
対
す
る
申
請
だ
け
で
は
足
り
ず

執
行
手
続
が
現
実
に
着
手
さ
れ
、
か
つ
続
行
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
（
20
）

と
解
す
べ
き
で
あ
る
．

　
こ
れ
に
対
し
て
中
断
の
効
力
発
生
時
期
は
、
権
利
の
存
在
を
明
ら
か
に

し
て
ゆ
く
差
押
え
と
い
う
過
程
の
う
ち
の
ど
の
時
点
で
当
事
者
に
保
護
を

与
え
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
か
ら
、
時
効
制
度
の
存
在
理
由
と
直
接
結

び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
こ
れ
を
中
断
の
要
件
が
充
足
し
た
時
点
と

解
す
る
必
要
も
な
い
。
こ
の
問
題
は
専
ら
権
利
者
保
護
の
見
地
か
ら
決
定

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
見
地
か
ら
中
断
の
効
力
発
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生
時
期
を
考
え
て
み
る
と
．
執
行
が
申
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
．
そ
れ
以

後
の
手
続
は
裁
判
所
の
職
権
に
よ
り
進
行
す
る
た
め
、
権
利
者
は
申
立
て

に
よ
っ
て
自
ら
の
な
し
得
る
こ
と
は
す
べ
て
尽
く
し
た
と
い
え
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
場
合
に
執
行
手
続
の
着
手
時
期
に
よ
っ
て
は
中

断
の
生
じ
な
い
場
合
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
な
ら
ば
、

権
利
者
は
自
己
の
責
任
に
基
づ
か
な
い
不
利
益
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
不
当
で
あ
る
。
ま
た
、
民
事
執
行
規
則
一
条
、
一
二
条
に
よ
り
、
執

行
の
申
立
て
は
す
べ
て
書
面
に
よ
る
と
さ
れ
た
こ
と
、
動
産
執
行
の
場
合

に
は
さ
ら
に
九
九
条
で
書
面
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
等
の
法
制
度
の
整
備
に

鑑
み
れ
ば
、
執
達
吏
と
は
異
な
り
、
現
在
で
は
執
行
官
に
対
す
る
申
立
て

の
時
期
が
不
明
確
に
な
る
お
そ
れ
は
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
現

在
、
権
利
者
の
保
護
と
相
手
方
の
利
益
保
護
の
調
和
を
は
か
る
も
の
と
し

て
は
執
行
申
立
時
説
が
最
も
妥
当
で
あ
り
、
支
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
．

六
以
上
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
に
、
ま
ず
、
第
一
審
判
決
が
中
断
の
効

力
発
生
時
期
に
つ
き
ど
の
様
な
見
解
を
採
っ
た
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
判
決
が
最
判
昭
和
四
三
年
三
月
二
九
日
を

引
用
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
最
高
裁
判
決
が
明
ら
か
に
執
行
着
手
時
説
を

採
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
判
決
も
執
行
着
手
時
説
を
採
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
（
羽
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

と
み
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
異
論
も
あ
る
．

　
次
に
、
原
審
は
権
利
者
は
権
利
の
上
に
眠
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を

執
行
着
手
時
説
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
．

　
こ
れ
は
前
述
し
た
通
り
中
断
の
要
件
と
時
期
を
混
同
し
た
考
え
方
で
あ

り
、
支
持
で
き
な
い
。

　
こ
の
点
．
本
件
最
高
裁
判
決
は
、
差
押
え
が
中
断
事
由
と
さ
れ
て
い
る

の
は
「
そ
れ
に
よ
り
権
利
者
が
権
利
の
行
使
を
し
た
と
い
え
る
こ
と
」
に

あ
る
か
ら
、
時
効
中
断
時
期
は
権
利
行
使
時
、
す
な
わ
ち
申
立
時
で
あ
る

と
す
る
。
「
権
利
の
行
使
を
し
た
」
と
い
う
こ
と
が
、
権
利
の
上
に
眠
っ

て
い
た
訳
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
た
も
の
と
み
る
な
ら
ぽ
、
や

は
り
こ
の
理
由
づ
け
は
支
持
で
き
な
い
。
し
か
し
本
件
判
決
は
そ
の
後
に
、

不
動
産
執
行
と
動
産
執
行
と
で
は
「
執
行
手
続
と
し
て
の
基
本
的
な
目
的

・
性
格
、
手
続
上
の
原
理
等
に
お
い
て
格
別
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
特

に
申
立
て
が
あ
る
と
、
そ
の
後
の
手
続
は
．
い
ず
れ
も
、
職
権
を
も
っ
て

進
行
さ
れ
、
原
則
と
し
て
債
権
者
の
関
与
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
不

動
産
執
行
と
動
産
執
行
と
に
よ
っ
て
時
効
中
断
の
効
力
が
生
ず
る
時
期
を

別
異
に
解
す
べ
き
理
由
は
な
い
．
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
れ

ば
、
本
件
判
決
の
理
由
づ
け
の
重
点
は
、
む
し
ろ
時
効
に
よ
っ
て
利
益
を

受
け
る
者
の
保
護
に
あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
．
ま
た
、
こ
の
様
に
解

す
る
こ
と
は
、
原
審
が
理
由
づ
け
と
し
て
権
利
の
上
に
眠
る
者
は
保
護
し

な
い
と
い
う
こ
と
を
明
言
し
て
い
た
の
に
対
し
、
最
高
裁
が
こ
の
点
を
明

確
に
述
ぺ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
本
件
判
決
は
、
時
効
中
断
の
要
件
と
そ
の
効
力
発

生
時
期
を
区
別
し
て
考
え
る
私
見
か
ら
も
、
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
塚
原
朋
一
氏
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
一
八
号
七
五

頁
）
、
堀
内
仁
氏
（
金
融
法
務
事
情
一
〇
六
五
号
四
頁
）
の
評
釈
が
あ
る
。

　
（
1
）
　
民
録
一
五
輯
四
三
九
頁
。

　
（
2
）
　
民
集
三
巻
五
号
二
〇
三
頁
。
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（
3
）
舟
橋
淳
一
『
判
例
民
事
法
・
大
正
一
三
年
度
』
一
七
九
頁
．

（
4
）
　
民
集
一
七
巻
一
四
号
一
三
二
四
頁
．

（
5
）
　
我
妻
栄
『
新
訂
民
法
総
則
』
四
六
八
頁
、
川
島
武
宜
『
民
法
総
則
』
四
九

　
七
頁
等
多
数
に
わ
た
る
。

（
6
）
　
柚
木
馨
『
独
逸
民
法
〔
1
〕
（
現
代
外
国
法
典
叢
書
ω
）
』
三
〇
一
頁
。

（
7
）
札
幌
地
判
昭
和
四
一
年
二
月
二
日
下
民
集
一
七
巻
一
一
H
一
二
号
一
〇

　
四
、
二
頁
、
そ
の
控
訴
審
で
あ
る
札
幌
高
判
昭
和
四
二
年
三
月
一
五
日
判
時
四
七

　
九
号
四
六
頁
等
。

（
8
）
　
か
つ
て
の
通
説
的
見
解
に
つ
い
て
は
、
舟
橋
・
前
掲
（
注
3
）
一
七
五
頁
参

照
。

（
9
）
　
中
島
玉
吉
『
民
法
釈
義
』
巻
之
一
、
八
三
八
頁
は
、
理
論
と
し
て
は
執
行

申
立
時
説
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
こ
の
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

解
釈
と
し
て
は
結
局
執
行
着
手
時
説
を
採
ら
れ
る
。

（
1
0
）
　
鳩
山
秀
夫
『
法
律
行
為
乃
至
時
効
』
六
四
〇
頁
、
山
田
正
三
「
判
批
」
法

学
論
叢
一
二
巻
三
号
一
一
四
頁
。

（
1
1
）
舟
橋
・
前
掲
（
注
3
）
一
七
六
頁
、
我
妻
・
前
掲
（
注
5
）
四
六
八
頁
、

星
野
英
一
『
民
法
概
論
1
』
二
六
八
頁
等
。
現
在
の
通
説
的
見
解
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
有
泉
亨
『
判
例
民
事
法
・
昭
和
一
三
年
度
』
三
二
六
頁
、
川
井
健
『
注
釈

民
法
㈲
』
一
一
五
頁
。
た
だ
し
有
泉
評
釈
は
執
達
吏
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
．

（
1
3
）
　
有
泉
・
前
掲
（
注
1
2
）
三
二
六
頁
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　19　18　17　16　15　14

八））））））頁

有
泉
・
前
掲
（
注
1
2
）
三
二
六
頁
。

川
島
・
前
掲
（
注
5
）
四
九
八
頁
。

判
例
時
報
一
〇
四
五
号
八
九
頁
参
照
。

川
島
・
前
掲
（
注
5
）
四
九
七
頁
参
照
。

我
妻
・
前
掲
（
注
5
）
四
三
一
～
四
三
二
頁
等
多
数
。

中
島
弘
道
「
時
効
制
度
の
存
在
理
由
と
構
造
ω
」
法
学
新
報
六
四
巻
四
号

、
星
野
英
一
「
時
効
に
関
す
る
覚
書
」
（
『
民
法
論
集
』
第
四
巻
所
収
）
一
八

　
六
頁
、
松
久
三
四
彦
「
時
効
制
度
」
（
『
民
法
講
座
1
』
所
収
）
五
四
一
頁
．

（
2
0
）
　
川
島
・
前
掲
（
注
5
）
四
九
一
頁
参
照
．

（
2
1
）
　
民
集
二
二
巻
三
号
七
二
五
頁
．

（
2
2
）
　
こ
の
点
に
つ
ぎ
金
融
法
務
事
情
一
〇
二
七
号
六
二
頁
は
、
第
一
審
は
執
行

着
手
時
説
を
採
用
し
た
と
す
る
。
ま
た
判
例
時
報
一
〇
四
五
号
八
九
頁
は
、

　
「
従
来
の
判
例
の
立
場
（
執
行
着
手
時
説
”
筆
者
注
）
に
従
っ
た
よ
う
で
あ
る
」

　
と
す
る
．

（
2
3
）
　
こ
の
点
に
つ
き
塚
原
調
査
官
は
「
執
行
着
手
時
説
を
採
用
し
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
に
注
意
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
一
八
号
七
五
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
　
好
彦
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